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２
０
１
４
年
１
２
月
１
３
日
よ
り
、Ｅ

Ｕ
に
て
新
し
く
改
正
さ
れ
た
食
品
表
示
の

規
則
（
Ｅ
Ｕ
№
１
１
６
９
／
２
０
１
１
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら

主
に
Ｅ
Ｕ
を
拠
点
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
商

品
の
容
器
包
装
表
示
の
変
更
作
業
が
増
え

始
め
、
秋
ま
で
に
は
流
通
在
庫
を
切
り
替

え
る
と
い
う
会
社
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
日
本
か
ら
海
外
に
輸
出
す
る
食
品
に

つ
い
て
も
、
そ
の
表
示
方
法
の
変
更
に
伴

い
、
製
品
規
格
書
な
ど
情
報
管
理
の
見
直

し
を
さ
れ
た
会
社
も
多
か
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
の
コ
ラ
ム
で
は
、

表
示
制
度
の
異
な
る
海
外
に
輸
出
す
る
際

の
食
品
表
示
に
つ
い
て
、
注
意
点
な
ど
を

簡
単
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

よ
く
あ
る
表
示
ミ
ス
の
傾
向
を
知
る

 　

日
本
国
内
に
輸
入
さ
れ
る
食
品
に
も
表
示

違
反
が
あ
る
よ
う
に
、
日
本
か
ら
海
外
に
輸

出
さ
れ
る
食
品
に
も
、
現
地
で
表
示
違
反
と

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
表
示
違
反
の
事

例
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
れ
ば
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
こ
で
ま
ず
、

ど
ん
な
表
示
に
ミ
ス
が
生
ま
れ
や
す
い
の
か

つ
い
て
知
っ
て
お
く
と
防
止
策
を
検
討
し
や

す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

商
品
が
国
内
に
入
る
と
き
に
違
反
に
な
る

も
の
と
、
国
内
に
入
っ
て
流
通
し
て
か
ら
違

反
に
な
る
も
の
と
あ
り
ま
す
が
、多
く
は
「
表

示
に
な
い
添
加
物
（
使
用
基
準
を
満
た
し
て

な
い
）
の
検
出
」
で
は
と
思
い
ま
す
。
つ
い

で
「
表
示
に
な
い
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
」「
表

示
方
法
の
不
備
」
な
ど
、
そ
の
内
容
を
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
ミ
ス
の

多
く
の
原
因
は
、
制
度
に
関
す
る
確
認
不
足

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
資
材

管
理
不
十
分
な
ど
に
よ
る
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
（
混
入
）
が
想
定
さ
れ
、
背
景
と
し

て
「
各
国
に
よ
っ
て
表
示
制
度
や
使
用
基
準

が
異
な
る
こ
と
」
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

米
国
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
サ
イ
ト
で
は
輸
出
元
の
国
別

に
違
反
事
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

 

日
本
と
海
外
の
制
度
の
違
い
を
知
る

 　

海
外
の
表
示
制
度
や
使
用
基
準
に
つ
い
て

詳
細
を
確
認
す
る
方
法
に
つ
い
て
で
す
が
、

そ
れ
に
は
ま
ず
日
本
の
食
品
表
示
制
度
と
、

新
し
い
食
品
表
示
基
準
の
設
置
に
伴
っ
て
生

じ
る
い
く
つ
か
の
変
更
点
（
ア
レ
ル
ギ
ー
表

示
方
法
の
変
更
、
栄
養
成
分
の
表
示
方
法
の

変
更
等
）
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
海
外
の
表
示
制
度

に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
、
そ
の
違
い
を
よ
り

比
較
し
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
の
輸
出
先
国
の
制
度
を
い
き
な
り
知

る
の
も
よ
い
で
す
が
、
そ
の
前
に
お
薦
め
し

た
い
の
が
、
冒
頭
に
触
れ
た
Ｅ
Ｕ
の
新
し
い

食
品
表
示
制
度
（
Ｅ
Ｕ
№
１
１
６
９
／
２
０

１
１
）
と
そ
の
変
更
点
に
つ
い
て
知
る
こ
と

で
す
。
や
は
り
最
近
改
正
さ
れ
た
規
則
で
あ

る
こ
と
と
、
関
わ
る
対
象
国
の
多
さ
が
第
一

の
理
由
で
す
。
日
本
と
Ｅ
Ｕ
の
制
度
を
比
較

し
て
そ
の
違
い
を
把
握
し
、
そ
の
う
え
で
他

の
輸
出
対
象
国
の
制
度
に
つ
い
て
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
情
報
管
理
の
う
え
で

様
々
な
ケ
ー
ス
を
想
定
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
食
品
表
示
の
ミ
ス
を
防
ぐ
こ
と
に
役
立

つ
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

 

表
示
方
法
の
違
い
、
表
示
項
目
の
違
い

 　

そ
の
Ｅ
Ｕ
の
制
度
を
例
に
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
あ
げ

て
み
ま
す
。
ま
ず
ア
レ
ル
ギ
ー
の
表
示
方
法

に
つ
い
て
で
す
が
、Ｅ
Ｕ
で
は
原
材
料
の
最

後
に
ま
と
め
て
表
示
す
る
方
法
（
一
括
表
示
）

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
（
日
本
で
は
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
）。
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
は
各

原
材
料
名
の
箇
所
に
個
別
に
記
載
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
際
に
太
字
や
斜
体
、

下
線
な
ど
強
調
し
た
表
示
方
法
が
必
要
に
な

り
ま
す
（
日
本
で
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
）。
ま
た
添
加
物
の
扱
い
も
異
な
る
た
め
、

香
料
や
酵
素
の
表
示
方
法
も
異
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
実
務
上
で
慎
重
な
対
応
を
求
め
ら
れ

る
の
が
、
表
示
項
目
自
体
の
違
い
で
す
。
こ

れ
ら
は
、
商
品
規
格
書
の
項
目
の
違
い
か
ら

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
の
場
合
、
日
本

で
は
小
麦
は
表
示
対
象
で
す
が
、
大
麦
や
ラ

イ
麦
は
表
示
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す

が
Ｅ
Ｕ
で
は
グ
ル
テ
ン
を
含
め
ば
こ
れ
ら
も

表
示
対
象
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
マ
ス
タ
ー
ド
や

貝
類
な
ど
、
日
本
国
内
で
流
通
す
る
規
格
書

に
な
い
項
目
の
も
の
が
該
当
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
輸
出
時
に
は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

の
情
報
管
理
対
象
に
追
加
す
る
必
要
が
あ
る

も
の
が
あ
る
、
と
い
う
点
に
注
意
が
必
要
で

す
。Ｅ
Ｕ
か
ら
日
本
へ
の
輸
入
時
に
、
規
格

書
の
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
欄
に
豚
肉
や

り
ん
ご
の
項
目
自
体
が
な
い
な
ど
の
理
由
で

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
輸
出

時
に
は
そ
の
反
対
の
こ
と
が
起
こ
り
う
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

 

事
前
の
確
認
作
業
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る

 　

表
示
方
法
や
表
示
項
目
の
違
い
に
よ
り
、

そ
の
確
認
作
業
に
時
間
が
か
か
る
も
の
も
あ

る
、
と
い
う
点
に
も
留
意
し
て
お
く
こ
と
は

大
切
で
す
。
例
え
ば
栄
養
成
分
表
示
の
う
ち

糖
類
（
Ｓ
ｕ
ｇ
ａ
ｒ
ｓ
）
な
ど
、
日
本
で
は

表
示
義
務
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
表
示
値
を

す
ぐ
に
設
定
す
る
こ
と
自
体
が
難
し
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
点
を
確
認
す
る
に

は
、
ま
ず
対
象
国
内
で
流
通
す
る
商
品
の
規

格
書
を
も
ら
う
こ
と
が
手
早
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
か
ら
情
報
管
理
対
象
の
違
い
（
と
制
度

の
違
い
）
を
想
定
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
な

作
業
と
そ
の
準
備
時
間
に
つ
い
て
も
検
討
し

や
す
く
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
十
分
な
準
備
と
十
分
な
確
認
に

よ
り
表
示
の
ミ
ス
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
調
理
方
法
や
お
召
し
上
が

り
方
の
表
示
な
ど
、
な
る
べ
く
現
地
の
方
に

も
分
か
り
や
す
い
表
示
に
す
る
こ
と
に
時
間

を
か
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
海
外
へ
の
対

応
作
業
は
大
変
で
す
が
、
互
い
の
食
文
化
を

理
解
で
き
る
機
会
に
な
る
な
ど
、
仕
事
の
楽

し
み
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　

   （
川
合
）

参
考
資
料
：
食
品
安
全
関
係
情
報
詳
細
（
食
品
安

全
委
員
会
）

https://w
w
w
.fsc.go.jp/fsciis/foodSafetyM

at
erial/show

/syu03491280305

海外への輸出と食品表示
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（ヨギ・ベラ）
眺めているうちに、いろいろ気づいてくる。

今月の「お気に入り」言葉

パリ出張記２ 2014.10.19-10.23

こんにちは！　前回のパリ出張記は楽しんでいただけましたでしょうか。　パリ出張記第二弾は、フランスの食品表示について書きましょう。
パリのスーパーや日本食を販売するお店などでみかけた食品表示と、日本の食品表示との比較を例に、お伝えいたしますね。

原材料
フランスの表示では、日本のように原材料と添加物を分けて重量順に記載するのではなく、原則、すべての成分を重量順に記載することが、
義務付けられています。また、最終製品中で 2％に満たない原材料については、重量順に記載する義務はないようです。
その他、日本では「アミノ酸等」とひとまとめで表示されることがありますが、すべての成分を記載するという決まりがあるため、
そのようにまとめて書くことはできないようです。どういった成分なのか消費者が知る必要があったり、表示に占める割合が大きくなるといった懸念点もありますが、
口に入れる食べ物に含まれる材料すべてを表示から確認することができる点はいいところですね。

一括表示
表示項目について、日本では内容量は記載箇所を具体的に記載することにより表面などへの記載が認められていますが、
フランスでは、名称などと同一視野に記載することが義務付けられています。

アレルギー表示が必要な物質について、左の画像のように斜体や太字で記載されています。このような書き方のほか、EUでは、
ハイライト、背景対比色、大文字、下線など、他の成分と明確に見分けがつくように、フォントやスタイル、背景色などで
強調表示されています。なお、強調表示の方法については、食品事業者が決めることとなっています。
日本では、一括表示の原材料欄内に、含まれている特定原材料等を書きます。
太字などの強調表示の決まりはありませんが、一括表示の外にもアレルギーの一覧表を記載するなど、
自主的な表示の工夫がとられている商品が多くあります。
アレルギーについては、アレルギーを持つ人にとって、体への影響が大きいので、なによりわかりやすい表示が必要です。
フランスでも日本でも、そうした消費者への配慮からルールが決められているのは同じだなと思いました。

エネルギーの単位
栄養成分表示のエネルギーをみてみると、
kcal にあわせて kJ が使用されています。
日本では「kcal 又はキロカロリー」で表示する
ことが決められているため、
見慣れない単位ではありますが、kcal 同様
エネルギーに使われる単位です。
1 kcal = 4.2 kJ
1 kJ = 0.24 kcal
と覚えておけば、簡単に計算できますので、
海外での表示を見る際、役立ててくださいね。

製造年月日・賞味期限
みなさまもすでにご存知かと思いますが、
海外と日本では、年月日の書く順番が異なります。
日本では、年月日の順に表示しますが、
フランスでは、日／月／年となっています。
そのため、日本からの輸出商品のパッケージに
おいて、賞味期限の印字が残ってしまった結果、
フランスの消費者の誤解を招いて賞味期限切れと
のクレームが来るといった実例もあるです。
海外旅行にいった友達からもらったお菓子などの
賞味期限表示で、一度はドキッとした経験がある
のではないでしょうか。

フランスでは、現時点では栄養表示について義務表示とはなっていません（2016 年 12 月より義務になる予定）が、
記載する項目が日本と同様に決められています。　異なる点としては、炭水化物や脂質のなかでも健康に影響をおよぼす
「飽和脂肪酸」や「糖類」について記載が必要です。　健康的な食品の選択をできるようにするため、予防策として、
記載することになったと思われますが、　日本でも今後、栄養成分表示の推奨表示として飽和脂肪酸が、また糖類については
任意で記載が求められていきます。　
また、フランスと日本の大きな違いについて、炭水化物は、日本と EUとでは解釈がかわってきます。
日本は食物繊維を炭水化物の一部として捉えるのに対し、EUでは炭水化物と食物繊維を分けています。
輸入食品の栄養成分表示を参考とする際には、気をつけなければいけない点です。なじみ深い栄養表示でも、
日本と海外では項目も順番も変わってくるのですね。

いかがでしたか？食品表示同士をくらべてみてもこれだけの違いがわかります。　国や文化によって食品表示がかわるのもおもしろいですね。　　　　　　　　　（安田）

天然
このようにフランスのお菓子のパッケージに
「aromes et colorants naturales」と記載あるものも
見つけました。
これは、「香料・着色料　天然」という意味です。
日本では添加物に対しては「天然」という表現自体
みとめられていませんが、フランスでは、適切な
プロセスから作られたものであれば、「天然」と
表記することができるようです。

アレルギー

栄養成分
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